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　１月４日（土）、田布施町成人式が西田布施公民館
で行われました。
　式には、新成人115人（男性41人、女性74人）が
出席し、気持ちを新たにしました。
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年
頭
の
あ
い
さ
つ

田布施町長  長信　正治

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち

た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
町
長
就
任
８
年
目
の
新
春
を
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
迎
え
ま
し
た
。

さ
て
、
56
年
ぶ
り
の
夏
季
大
会
と
な
る

２
０
２
０
年
夏
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
地
が
東
京
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
日
本
に
と
っ
て
経
済
成
長
復
活

の
起
爆
剤
に
な
る
と
共
に
、
国
民
が
夢
や

希
望
を
も
っ
て
生
活
で
き
、
さ
ら
に
日
本

全
体
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
７
月
に
は
山
口
・
島
根
豪

雨
災
害
、
10
月
に
は
伊
豆
大
島
土
石
流
災

害
な
ど
、
日
本
各
地
で
大
災
害
が
連
続
し

ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
に
は
猛
烈
な
台
風

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
直
撃
し
、
多
く
の
尊
い

人
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
地
球
規
模
の
自
然

災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
も
と
、
本
町
で

は
、
「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
財
政
健
全
化

の
両
立
」を
目
指
し
な
が
ら
、
「
住
民
の
安

全
・
安
心
」
や
「
地
域
の
活
性
化
」等
の
事
業

を
厳
選
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
対
策
と
し
て
、
昨
年
12
月

に
県
の
津
波
浸
水
想
定
結
果
が
出
ま
し
た

の
で
、
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
及
び

津
波
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
岸
高

潮
対
策
事
業
や
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
事
業
を
引
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
一
本
松
地
区
の
雨
水
貯
留
施

設
事
業
や
新
た
な
街
路
や
人
家
が
な
い
場

所
へ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整
備
事
業
を
実
施
す

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成

24
年
度
よ
り
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
自
主
防

災
会
を
主
体
と
し
た
避
難
訓
練
の
実
施
や

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
な
ど
ソ
フ
ト
事

業
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
で
は
、
昨
年
、
念
願
の
国

営
ほ
場
整
備
事
業
の
工
事
が
着
手
と
な

り
、
４
月
に
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
し
て
男
女
２
名
を
委
嘱
し
、
馬
島
や
麻

里
府
地
域
を
は
じ
め
町
内
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
等
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
月

末
に
は
町
観
光
協
会
を
民
間
主
導
の
新
組

織
と
し
、
活
発
な
活
動
の
展
開
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
個
人
や
団
体
が
全
国
規

模
の
賞
を
受
け
る
と
と
も
に
、
国
内
外
で

活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
58
年
の
岸
信
介
氏
以
来
、

５
人
目
の
名
誉
町
民
に
（
故
）
木
村
貞
明
氏

を
推
戴
し
、
名
誉
町
民
の
称
号
と
名
誉
町

民
賞
を
昨
年
授
与
し
ま
し
た
。
５
人
の
名

誉
町
民
は
町
の
誇
り
で
あ
り
、
今
後
の
町

の
社
会
文
化
の
勢
い
が
さ
ら
に
盛
ん
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
新
た
な
施
策
と
し
て
、
高
齢
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
を
利
用
い
た
だ
け
て
い
な

い
人
を
対
象
に
し
た
「
買
い
物
送
迎
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
を
今
年
７
月
に
試
行
運
転
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
民
間
主
導
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
町

活
性
化
の
取
り
組
み
活
動
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
１
月
に
は
１
町
３
村
の
合

併
か
ら
60
年
を
迎
え
、
10
月
に
は
全
国
健

康
福
祉
祭
や
ま
ぐ
ち
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
」
が
開

催
さ
れ
、
本
町
の
引
受
け
競
技
で
あ
る
ウ

オ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
で
全
国
か
ら
約

70
チ
ー
ム
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ

り
、
本
町
が
、
更
な
る
「
飛
躍
」
の
年
と
な

る
よ
う
本
町
の
特
性
を
生
か
し
て
、
他
よ

り
も
優
れ
た
魅
力
あ
る
田
布
施
の
実
現
を

目
指
し
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
お
誓
い

し
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

笑
顔
と

　

元
気
あ
ふ
れ
る

　
　
　

住
み
よ
い
町
に
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所
得
税
の
確
定
申
告
は

　
　

正
し
く
書
い
て
お
早
め
に 

　

▽
申
告
・
相
談

●
期
間

　

２
月
17
日
（
月
）
～

３
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
［
土
・
日
を
除
く
］

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
（
受
付
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

●
場
所

・
光
税
務
署  

２
階
会
場

　
　
☎
０
８
３
３
‐
71
‐
０
１
６
６

・
ピ
ピ
５
１
０（
Ｌ
ホ
ー
ル
）

　
　
（
周
南
市
糀
町
１
‐
17
）

所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
・
贈
与
税

３
月
17
日
（
月
）

消
費
税
・
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）

３
月
31
日
（
月
）

▽
申
告
・
納
付
期
限

●
年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
不
要
制
度

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

に
は
税
務
署
へ
提
出
す
る
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

　
　
　
　

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
個
人
で
事
業
（
農
業
を

含
む
）
や
不
動
産
貸
付
等
を
行
う
全
て
の
方
に

つ
い
て
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
が
必
要
で
す
。

※
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
も
、記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

光
税
務
署　

☎
０
８
３
３
‐
71
‐
０
１
６
６

●
申
告
書
の
作
成
・
提
出
は

　
　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ま
た
は
郵
送
等
で

　

確
定
申
告
期
間
中
の
申
告
会
場
は
、
大
変
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
さ
れ
、「
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
ま

た
は
、
郵
送
等
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

24
時
間
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.nta.go.jp/　

●
確
定
申
告
書
や
青
色
決
算
書

　
（
収
支
内
訳
書
）の
用
紙
の
入
手
方
法

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
。

②
税
務
署
に
電
話
さ
れ
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て「
０
」を
選
択
し
、
送
付
の
依
頼
を
す

る
。

確 定

申 告

税務職員を装った者からの不審な電話にご注意ください！

■国税局や税務署の職員を名乗る者から電話があり、アンケートや年金受給調査と称して、年齢や家
族構成、年金の受給状況、預金残高、口座情報などについて聞き出そうとする事例が発生しています。

※不審な電話があった場合には、即答を避け、①相手の所属部署、②氏名、③電話番号を
確認した上で一旦電話を切り、最寄りの税務署にお問い合わせください。

【税務署からのお知らせ】

【問合せ先】光税務署　総務課　☎ 0833-71-0166（音声ガイダンスに従い「２」を押してください。）
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医療費の抑制にご協力ください

　国民健康保険は、健康保険などの被用者保険（企業などで雇用された方の医療保険）の適用を受け
られない人が加入する医療保険制度です。国民健康保険制度の創設により、国民は誰もが何らかの
医療保険に加入することができ、病気やけがをした場合でも医療費の一部を支払うだけで必要な医
療を受けることが可能になりました。
　このように重要な役割を担っている国民健康保険制度ですが、近年の急速な高齢化や医療技術の
高度化、生活習慣病患者の増加などにより医療費は増加の一途をたどっており、全国的に国民健康
保険財政は厳しい状況にあります。

医療費の抑制にご協力ください

　国民健康保険の年平均被保険者数は減少傾向に
あります。少子化により若い世代の被保険者が減
少していることや75歳以上の方は後期高齢者医
療制度に加入することとなったため、被保険者数
は減少しています。

■ 本町の状況

年平均被保険者（加入者）数の推移

療養諸費（診療費と療養費）の推移

　国民健康保険被保険者数は年々減少している
にもかかわらず、被保険者の療養諸費（診療費
と療養費の合計額）は年々増加しています。平
成21年度から24年度の3年間で療養諸費は約2
億４千万円も増加しています。また、件数も3,054
件と大幅に増加しています。

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度
療養諸費 1,389,603,621 円 1,504,464,758 円 1,533,749,448 円 1,630,957,385 円

増 減 － 114,861,137 円 29,284,690 円 97,207,937 円
件　　数 69,475 件 70,685 件 72,138 件 72,529 件

増 減 － 1,210 件 1,453 件 391 件

※診療費…病院や診療所で受ける診察、手術、薬剤の支給などにかかる費用額
※療養費…治療用装具の購入、柔道整復術、はり・きゅうなどの施術などにかかる費用額
※件　数…保険者（町）に対して、医療機関や薬局が被保険者毎に月単位で作成する診療・

調剤の請求書や療養費の支給申請の年間件数

■ 国民健康保険の現状

問健康保険課　☎５２ ‐ ５８０９
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○被保険者数の推移
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■かかりつけ医をもちましょう。

■同じ病気で複数の医療機関にかかる重複受診

を控えましょう。

■急病など緊急性が高い症状以外は診療時間内

に受診するようにし、休日や夜間の受診を控

えましょう。

■おくすり手帳を医療機関や薬局に持参して、

不必要な薬をもらわないようにしましょう。

■新薬より安価なジェネリック（後発）医薬品の

活用をご検討ください。

■一年に一回は特定健診を受診し、生活習慣病

の早期発見や予防に心がけましょう。また、

特定健診の結果、生活習慣の改善が必要と判

定された方は、生活習慣を見直すための特定

保健指導を受けましょう。

■整骨院などで受ける柔道整復術師の施術に

は、国民健康保険の対象となるもの（打撲、

捻挫、骨折・脱臼の応急手当て）と対象にな

らないもの（慢性的な肩こり、スポーツによ

る筋肉痛、病院などで同じ負傷で治療を受け

ているものなど）があります。十分に注意し

て受診しましょう。
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平成 24 年度平成 23 年度平成 22 年度平成 21 年度

被保険者一人当たりの療養諸費

　本町の被保険者一人当たりの療養諸費は山口県
平均と比べると下回っていますが、山口県平均は
全国平均よりかなり多くなっています。全国平均
と比較すると本町の一人当たりの療養諸費が多く
なっていることが分かります。また、平成21年
度からみた３年間の増加率は 20.8％となってお
り、全国平均の 11.6％、県平均の 10.9％と比べ
ても本町の増加率が突出しています。

■ 厳しい国民健康保険特別会計の状況

　国民健康保険事業の運営を行なうのが国民健康保険特別会計です。加入者の医療給付費などの歳
出額（支出額）から国の補助金や加入者の国民健康保険税などの歳入額（収入額）を差し引いた収支差
引額はほとんどの年度で赤字となっており、国民健康保険税の改定や基金積立金（貯金）の取り崩
しなどにより対応してきました。しかし、平成19年度末に約1億円あった基金積立金は取り崩し
を続けた結果、平成23年度末には底をつきました。このまま医療給付費が増大し続けると、今後、
国民健康保険税の改定も想定されます。

■ 医療費抑制にご協力をお願いします

　このような状況を転化するためには、増え続ける医療費を抑制していくことが最重要課題である
と考えます。国民健康保険制度を安定的に維持していくためにも、医療費の適正化にご協力いただ
きますようお願いします。

広報たぶせNo.913

医療費を抑制するため皆さんにお願いしたいこと

○被保険者一人あたりの療養諸費
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県平均

全国平均
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長
年
、
田
布
施
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
指
導
を
行
い
、
昨
年「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

指
導
者
顕
彰
」を
受
賞
さ
れ
た
大
浴
辰
夫
さ
ん
。

　

大
浴
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
、
今
後
の
抱
負
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

私
と
柔
道

　

私
は
、
一
昨
年
会
社
を
定
年
退
職
し
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
仕
事
と
柔
道
は
、
車
の
両

輪
の
よ
う
な
も
の
で
、
私
の
人
生
そ
の
も
の

で
す
。
柔
道
を
始
め
た
の
は
、
昭
和
四
十
年

の
中
学
一
年
生
の
時
か
ら
で
、
高
校
や
企
業

で
も
続
け
て
き
ま
し
た
。
現
役
を
退
い
た
後

は
、
国
体
の
監
督
や
地
域
の
競
技
団
体
の
職

を
務
め
、
昨
年
は
田
布
施
中
学
校
の
体
育
授

業
に
お
け
る
柔
道
外
部
指
導
員
も
行
い
ま
し

た
。
現
在
、
田
布
施
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
指
導
を
行
い
、三
十
七
年
に
な
り
ま
す
。

　

私
の
指
導
方
針
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
柔
道
の

創
設
者「
嘉
納
治
五
郎
」先
生
の
教
え
で
あ
る

「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」
と
「
精
力
善

用
」と「
自
他
共
栄
」で
あ
り
、そ
れ
ら
を
守
っ

て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、「
精

力
善
用
」
と
は
、
柔
道
で
鍛
え
た
心
身
の
能

力
を
世
の
中
の
役
に
立
つ
こ
と
に
使
い
な
さ

い
と
い
う
教
え
で
す
。
ま
た
、「
自
他
共
栄
」

は
、
互
い
に
信
頼
し
助
け
合
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
自
分
も
他
の
人
も
共
に
栄
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
れ
ら
の
ふ

た
つ
の
言
葉
の
意
味
は
関
連
し
て
い
ま
す
。

人
間
は
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
と
い
う
大
切
な
教
え
な
の
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
で
は
、
礼
儀
作
法

と
こ
れ
ら
の
二
つ
の
言
葉
の
意
味
を
教
え
、

実
践
す
る
こ
と
を
第
一
に
掲
げ
る
と
と
も

に
、
心
身
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
練
習
を
取

り
入
れ
、
練
習
・
休
憩
・
遊
び
の
区
切
り
を

つ
け
、
集
中
と
け
じ
め
を
大
切
に
し
た
指
導

を
続
け
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
現
実
は
、

な
か
な
か
団
員
に
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
口

で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
実
践
は
難
し
く
、

だ
か
ら
こ
そ
繰
り
返
し
巻
き
返
し
の「
教
育
」

が
肝
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
昨
年
「
日

本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
顕
彰
」
を
受
賞

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
柔
道
を
通
じ
て
、

多
く
の
友
達
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し

く
柔
道
が
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
子
ど
も
と
接
す
る

と
元
気
を
も
ら
え
る
の
で
、
今
後
も
一
生
懸

命
教
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
や
指
導
者
へ
の
提
言

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
過
熱
化

に
よ
り
、
柔
道
の
本
当
の
楽
し
さ
を
知
ら
な

い
小
学
生
が
多
く
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら「
楽
し
か
っ
た
」と
ま

で
は
言
わ
な
い
に
せ
よ
、
色
々
な
思
い
出
が

数
多
く
で
き
れ
ば
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
将

来
も
柔
道
を
続
け
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

柔
道
だ
け
で
は
な
く
他
の
ス
ポ
ー
ツ
も
同
様

だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
柔
道
は
諸
般
の
事
情
で
昨
今
イ

メ
ー
ジ
が
少
し
悪
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
地
域
に
お
け
る
柔
道
は
、
一
連
の
報

道
と
は
全
く
異
な
り
、
大
半
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。
私
た
ち
指
導
者
も
襟
を
正
す

と
こ
ろ
は
正
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
柔
道
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
田
布
施
中
学
校
で
毎
週
水
・
金
曜

日
の
十
九
時
よ
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

助
政
自
治
会
　
大
浴
　
辰
夫
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第162回

グラウンドゴルフ

城南小グラウンド

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
前
身
が
田

布
施
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
城
南

支
部
と
し
て
、
約
14
年
前
か
ら
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
城
南

に
新
し
く
立
ち
上
が
り
ま
し
た
関
係

で
、
そ
の
中
の
一
つ
の
ク
ラ
ブ
と
し

て
入
り
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
城
南
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
現
在
20
～
35

人
程
度
で
毎
週
土
曜
日
８
時
30
分
よ

り
、
城
南
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
練
習

し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ゴ
ル
フ

と
違
っ
て
ク
ラ
ブ
一
本
、
球
一
個
あ

れ
ば
ル
ー
ル
は
簡
単
で
老
い
も
若
き

も
同
じ
様
に
プ
レ
ー
で
き
、
あ
る
程

度
の
空
間
が
あ
れ
ば
練
習
が
で
き
る

と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
す
か
ら
小
さ
な
石
に
成
績
が

左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
欠
点

で
も
あ
り
、
お
も
し
ろ
さ
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
個
人
プ
レ
ー
な
の
で

個
人
様
と
の
い
さ
か
い
も
少
な
く
、

ま
た
、
途
中
休
憩
を
挟
ん
で
仲
間
の

み
な
さ
ん
と
の
意
見
交
換
が
で
き
楽

し
く
一
日
が
過
ご
せ
ま
す
。
打
っ
て

歩
き
ま
す
の
で
運
動
に
は
持
っ
て
こ

い
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
え
ま
す
。

　

入
会
さ
れ
プ
レ
ー
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
ぜ
ひ
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　

時　

毎
週
土
曜
日　

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～　

■
場　

所　

城
南
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド

■
入
会
金　

１
０
０
０
円

■
保
険
料　

65
歳
以
上
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

65
歳
以
下
１
８
５
０
円

■
代
表
者　

山
下　

保
雄

　
　
　
　
　

☎
52
‐
１
８
３
９

サークルスケッチ

「
五
つ
の
気
」が

　 

あ
ふ
れ
る
学
校
に

　

本
校
で
は
、
今
年
度
「
元
気
・

本
気
・
根
気
・
や
る
気
・
和
気
」

の
五
つ
の
気
が
あ
ふ
れ
る
学
校
に

し
よ
う
！
と
い
う
努
力
点
を
掲
げ

て
き
ま
し
た
。

　
「
元
気
」と
は
、
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
飯
を
確
実
に
。「
本
気
」と
は
、

何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
む

姿
勢
。「
根
気
」と
は
、
粘
り
強
く

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
。「
や

る
気
」と
は
、
自
ら
気
づ
き
考
え
、

行
動
に
う
つ
す
。
そ
し
て「
和
気
」

と
は
、
み
ん
な
仲
良
く
和
気
あ
い

あ
い
。
と
い
う
意
味
で
す
。

　

こ
の「
五
つ
の
気
」を
マ
ー
ク
の

よ
う
に
シ
ン
ボ
ル
化
し
て
、
教
室

や
校
舎
内
に
掲
示
し
、
常
に
子
ど

も
た
ち
も
教
職
員
も
意
識
を
し
て

学校シリーズ ④

生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
五
つ
の
気
」は
、
子
ど
も
の
長

い
人
生
を
支
え
る「
一
生
も
の
」と

し
て
い
つ
も
心
に
持
ち
、
自
分
に

問
い
か
け
続
け
て
欲
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

今
、
田
布
施
西
小
学
校
は
「
五

つ
の
気
」が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

田
布
施
西
小
学
校

　
　
　
　
　

校
長　

山
住　

英
朗

　　　田布施西小学校
　　　　　　児童数：228 人
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１人分の栄養価

① 

ほ
う
れ
ん
草
を
サ
ッ
と
茹
で
、
水
に
さ
ら
し
て
水

気
を
し
っ
か
り
絞
る
。

② 

ボ
ウ
ル
に
、　

を
合
わ
せ
た
ら
、
①
を
入
れ
て
和

え
る
。

＊
献
立
提
供　

江
木
和
子
先
生

★
ほ
う
れ
ん
草
の
マ
ス
タ
ー
ド
和
え
★

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
な
冬
採
り
ほ
う
れ
ん
草
を
使
っ
た
、
簡

単
副
菜
レ
シ
ピ
で
す
。

マ
ス
タ
ー
ド
と
ご
ま
油
の
風
味
が
ア
ク
セ
ン
ト
の
、
塩
分
控

え
め
な
１
品
。

エネルギー…36kcal
たんぱく質…1.3g
脂質…2.3g
カルシウム…29㎎
塩分…0.2g

作
り
方

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

材
料
（
４
人
分
）Ａ○｛

2014　1/10 号　

ほうれん草 200g

　　マスタード 大さじ 1
　　ごま油 大さじ 1/2

　喫煙者のみでなく受動喫煙による健康被害も大き

な問題です。

　たばこの先から立ち上がる煙の中の有害物質を、

周囲の人が吸い込む事により病気が発症し、恐いこ

とに喫煙者が吸い込む煙よりも有害物質が多く含ま

れる事も立証されています。特に子どもに影響を及

ぼすことが多く、喫煙妊婦の低出生体重児の出産率

の上昇や、両親からの受動喫煙はSIDS（乳幼児突

然死症候群）や気管支炎、肺炎、むし歯などの発症

を高める事にもなります。

　たばこの煙から周囲の人を守るためには、禁煙す

ることが唯一の方法です。

　吸いたいという気持ちが続くのはわずか3分間と

いわれています。吸いたい気持ちを先送りにし、そ

のとき対処する方法を知っておくと、禁煙の成功率

が上がります。とにかくあきらめずにトライするこ

とが大切です。

　例えば・・・

　●冷水、氷、お茶などを口にする

　●歯を磨く

　●深呼吸し、軽く体を動かす

　●趣味に没頭する

　●応援してくれる人、禁煙中の仲間をつくる

　●禁煙補助剤を使用する、禁煙治療をうける

問保健センター　　☎５２- ４９９９

■ 目標　『たばこが健康に及ぼす影響を知ろう』

　たばこの煙には、約4,000種類もの化学物質が含まれており、このうち200 ～ 300種類以上が

有害物質で、喫煙はさまざまな病気の原因になることがわかっています。

　町のアンケートでは、たばこが健康に及ぼす影響を知っている人の割合が９割ですが、喫煙者の約

５割が禁煙に関心がないと答えています。健康に悪いことを知っていながら喫煙をしている人がいる

ことが現状です。そのため、たばこの健康被害を理解し、喫煙を減らすことをめざします。

★ 受動喫煙による健康被害 ★ 禁煙にトライ！

　たばこの健康被害はわかっていても止められないという喫煙者は、自分の吸って

いるたばこの煙が他人の健康に被害を与えていること、喫煙の有害性は自分だけに

とどまらないことを考えて、禁煙に一歩踏み出してみませんか？

項目 区分 現状値 目標値
たばこが健康に及ぼす影響を知っている人の割合 20 歳以上 91.8％ 100％

成人の喫煙率 20 歳以上 男性 21.7％ 10％以下
女性      9.3％  ５％以下

健康づくり推進キャラクター

「田布施町健康増進計画」    ～たばこ編～

Ａ○
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Town News
Tabuse

　12月21日（土）、「キャンドルナイトカフェ」が田
布施川畔で開催されました。
　ハゼの実ロウ復活委員会がこれまで夏至（６月）
に開催していたものを今年は、冬至に
あわせて開催したものです。
　カップキャンドルで飾られた会場は、
優しいあかりや女性グループ「ＷＩＳＨ」
の暖かい歌声に包まれました。

キャンドルナイトカフェを開催

厚生労働大臣感謝状を受賞
　12月17日（火）、手

てしごとぼらんてぃあ

仕事ＶＯ「助
す け っ と ま ん

っ人マン」（藤
山光秋代表ほか５人）が「平成25年度ボランティ
ア功労者に対する厚生労働大臣感謝状」を受賞さ
れ町長へ受賞報告されました。
　「助っ人マン」のみなさんは、25年の長きにわ
たり、自力で修繕が困難な高齢者などの家の簡単
な修繕や生活環境整備などのお手伝いをされてい
ることが評価され受賞されました。

元プロ野球投手による運動教室
　12月13日（金）、田布施西小学校で元横浜ベイ
スターズ・中日ドラゴンズ投手の有働克也さんと
元横浜で山口県出身の米正秀さんを迎え、運動教
室が行われました。
　これは、「運動大好きやまぐちっ子育成連絡協
議会」が主催し開催されたもので、児童らはプロ
の野球選手から正しいボールの握り方や投げ方を
教わりました。

　自己の深い教育理念のもとに、
38 年６カ月の永きにわたり、教育
現場でその手腕を発揮され、教育の
振興、発展に貢献されました。

松岡　輝彦 さん（瀬戸）

瑞宝双光章

高齢者叙勲

投げ方のお手本を見せる有働選手と投球
フォームを指導する米選手（写真右）

河川敷に描かれた巨大ツリー
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俳
句
・
短
歌

時

を

と

か

し

て

ゆ

た

ゆ

た　

湾

の

夕

日

ど

ん

と

構

え

る

蘇

鉄

に　

朝

が

来

た

泣

い

て

も

笑

っ

て

も　

今

日

と

い

う

一

日

落

葉

踏

ん

で　

サ

ク

サ

ク

歩

く

名

前

を

忘

れ

た

ま

ま

で　

立

話

は

終

わ

り

　
　
　
　

喜
生
句
会

そ
れ
は
そ
れ
見
て
見
ぬ
ふ
り
の
冬
の
雲 

石
永
美
智
子

だ
ん
だ
ん
と
雲
行
き
怪あ

や

し
冬
の
夜 

國
近　

菊
枝

時
雨
る
や
喫
茶
店
に
は
我
ひ
と
り 

角
田　

伸
枝

日
な
た
ぼ
こ
猫
の
背
中
と
母
の
背
ナ

　

 

森
永　

初
惠

解ほ
ど

き
も
の
膝
に
思
案
や
小
春
の
日 

田
邊
留
美
子

小
春
日
の
語
ら
い
掬す

く

う
茶

ち
ゃ
し
ゃ
く

杓
か
な 

片
山　

淳
子

　
　
　
　

短
歌

溝
に
尾
を
さ
し
つ
つ
飛
べ
り
糸
と
ん
ぼ

　
　

尻
尾
の
み
ど
り
が
時
折
ひ
か
る 

守
田　

敏
子

越
冬
に
潜
り
込
む
ら
し
椿か

め
む
し象

は

　
　

網
戸
に
止
ま
り
じ
っ
と
動
か
ず 

横
尾　

伸
一

土
曜
日
の
住
宅
街
の
夕
暮
れ
に

　
　

ピ
ア
ノ
な
が
れ
て
秋
刀
魚
の
匂
う 

城　
　

恭
子

先
輩
の
声
は
受
話
機
に
く
ぐ
も
り
て

　
　

わ
れ
は
明
る
き
声
に
返
せ
り 

藤
田　

京
子

ど
の
靴
も
今
は
合
わ
な
く
な
り
た
れ
ば

　
　

棄
て
て
し
ま
ふ
か
思
ひ
出
添
へ
て 

岡
本
ま
さ
子

中
谷
み
さ
を

小
野
恵
美
子

原　

た
ま
え

善
弘
ヨ
シ
エ

丹
生
谷
劔
多
利

周
防
一
夜
会

田布施図書館　　　☎５２-２２８８

～新しく入った本の一部を紹介します～

●
話
題
の
本
●

『ぼくたちはなぜ、
学校へ行くのか。』
 ﾏﾗﾗ ･ ﾕｽﾌｻﾞｲ ･ 述
 石井　光太 ･ 文

　

２
０
１
２
年
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
教
育

を
受
け
る
権
利
を
主
張
し
つ
づ
け
た
15

歳
の
少
女
、
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ

ん
が
銃
で
頭
を
撃
た
れ
た
。
マ
ラ
ラ
さ

ん
が
国
際
連
合
で
行
っ
た
演
説
か
ら
、

子
ど
も
が
学
校
へ
通
う
こ
と
の
意
味
を

考
え
る
。

e メールアドレス　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

ホームページ　　　http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
１月の休館日

空
の
ふ
し
ぎ
図
鑑 

武
田　

康
男

田
ん
ぼ
の
不
思
議 

安
室　
　

知

だ
れ
も
し
ら
な
い
ヒ
ー
ロ
ー 

あ
べ　

弘
士

よ
る
の
と
し
ょ
か
ん 

カ
ズ
ノ
・
コ
ハ
ラ

ペ
ン
ギ
ン
と
ざ
ん
た
い 

斉
藤　
　

洋

ピ
コ
の
そ
う
じ
と
う
ば
ん 

阿
部　

夏
丸

十
二
支
の
お
や
こ
え
ほ
ん 

高
畠　
　

純

ふ
わ
ふ
わ 
中
山　

聖
子

　

襲
撃
を
受
け
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
病
院

を
逃
げ
出
し
た
ラ
ン
グ
ド
ン
教
授
。
ポ

ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
た
円
筒
か
ら
ボ
ッ

テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
の「
地
獄
の
見
取
り
図
」

が
現
れ
た
。
ダ
ン
テ「
地
獄
篇
」の
影
響

を
受
け
描
か
れ
た
絵
の
暗
号
と
は
…
。

ノ
ボ
さ
ん 

伊
集
院　

静

私
の
な
か
の
彼
女 

角
田　

光
代

赤
ヘ
ル
１
９
７
５ 

重
松　
　

清

逃
亡
者 

新
堂　

冬
樹

花
の
ベ
ッ
ド
で
ひ
る
ね
し
て 

よ
し
も
と　

ば
な
な

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
憂
鬱　

 

藤
原　

正
彦

神
の
名
は
ボ
ブ 

メ
グ
・
ロ
ー
ゾ
フ

ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
50
年
目
の
真
実 

ビ
ル
・
オ
ラ
イ
リ
ー

片
づ
け
の
解
剖
図
鑑 

鈴
木　

信
弘

○
に
近
い
△
を
生
き
る 

鎌
田　
　

實

●
話
題
の
本
●

児
童

一
般

◆
お
し
ゃ
べ
り
箱
お
は
な
し
の
会

　

１
月
25
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
～

※
場
所
は
図
書
館
２
Ｆ
講
座
室

『インフェルノ
          （上・下）』
ダン・ブラウン 著

2014　1/10 号　

毎週月曜日、祝日
祝日の振替 14 日（火）、月末整理 31 日（金）



３ 日　鬼のお面作り
10 日　ボールプールで遊ぼう
17 日　ひな人形作り
24 日　身体測定

４ 日　ひな人形作り
18 日　おにぎりギュッ！
25 日　身体測定
　調理実習　28 日（金）

赤ちゃんサロン

10 ： 00 ～ 12 ： 00

【２月行事】

毎週月曜日
０歳児対象

毎週火曜日
１歳児対象

★はいはい

★よちよち

毎週木曜日
２歳児対象★すくすく

６ 日　リトミック
13 日　おにぎりギュッ！
20 日　ひな人形作り
27 日　身体測定

11

★全員対象

19 日（水）　誕生会

※22日（土）は、 保育園行事のためお休みです。

（Ｈ 24 年４月２日以降生まれ） （Ｈ22年４月２日～Ｈ23年４月１日生まれ）

  26 日（水）マタニティサロン
　　　　　　　妊婦さん対象　

   9 :30 ～ 16:00
 12:15 ～ 13:15）

   
9:30 ～ 12:00

月～金曜日
（昼休み

土曜日

（Ｈ23年４月２日～Ｈ24年４月１日生まれ）

７日（金）　孫サロン

広報たぶせNo.913

社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

柳井警察署だより
 ☎２３- ０１１０

http://www.police.pref.yamaguchi.jp/
1040/index.htm

（
11
／
21
～
12
／
20
受
付
分
）

田布施保育園 子育て支援センター ☎５３- １０１２ ０１２
たぶせ

新年に無事故・

無違反を誓おう

　交通事故は、私たちにとって「最も身近な危険」
です。
　一人ひとりが「思いやりとゆずり合い」の心を持
ち、安全な運転や行動に努め、今年一年、無事故・
無違反で過ごしましょう。

《交通事故を防止するために》
　ドライバーの方は
◎交差点では、特に念入りな安全確認を行いま

しょう。
◎道路上の危険を予測した「かもしれない運転」を

心がけましょう。

◎ライトは早めに点灯し、夜間は原則、ハイビーム
で走行しましょう。

※前車や対向車がいる場合は、ロービームに切り
替えましょう。

　歩行者・自転車の方は
◎通り慣れた道路でも油断せず、

確実に安全確認をしましょう。
◎横断前だけでなく、横断中もしっかり左右の安

全確認をしましょう。  
◎夜の外出では、明るい色の服や反射材を活用し

て、自分の姿を目立たせましょう。

《子育ての名脇役、孫育てのみな
さんを応援しています》

◎施設開放

＊ 

社
会
福
祉
事
業
へ

馬　

島　

中
邑　

一

＊ 

民
生
委
員
退
任
記
念
と
し
て

長　

合　

福
田
泰
博

き
じ
が
丘　

村
上
榮
一

新
宿
井
２　

本
馬
静
代

石
の
口　

角
谷
宏
子

＊ 

開
店
41
周
年
記
念
日
に
際
し
て

㈱
山
口
銀
行　

田
布
施
支
店

＊ 

ち
び
っ
こ
ま
つ
り
バ
ザ
ー
売
上
を

田
布
施
町
母
子
保
健
推
進
協
議
会

＊ 

香
典
返
し　

矢　

蔵　

松
本
清
江
（
義
母
）
ス
エ
ノ

波
野
市　

末
岡　

崇
（
祖
母
）
フ
ミ
子

新　

川　

山
中
忠
人
（
母
）
キ
ヌ
ヱ　

本　

町　

松
浦
哲
也
（
父
）
秀
人

長　

合　

山
田
満
彦
（
妻
）
笑
子

地　

家　

小
林
弘
明
（
父
）
清
立

上　

組　

堀
田
重
代
（
夫
）
傳

＊ 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

匿
名
１
件

＊ 

紙
オ
ム
ツ

新　

町　

松
井
洋
之
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

ひ
と
り
親
家
庭
技
能

訓
練
促
進
費
等
事
業

お知らせ
知

　

県
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は

父
子
家
庭
の
父
が
経
済
的
自
立
に
効

果
的
な
看
護
師
等
の
資
格
取
得
の
た

め
に
２
年
以
上
養
成
機
関
で
修
業
す

る
場
合
の
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を

支
給
し
ま
す
。

◇
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は

父
子
家
庭
の
父
で
、
次
の
全
て
の

要
件
を
満
た
す
人

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ま
た
は
同

様
の
所
得
水
準
の
人

②
２
年
以
上
の
養
成
機
関
で
修
業

し
、
対
象
資
格
の
取
得
が
見
込
ま

れ
る
人

③
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

④
過
去
に
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練

促
進
費
等
を
受
給
し
て
い
な
い
人

◇
対
象
資
格　

看
護
師
・
准
看
護
師
・

保
健
師
・
介
護
福
祉
士
・
保
育
士
・

作
業
療
法
士
・
理
学
療
法
士

◇
支
給
対
象
期
間

　

修
業
期
間
の
全
期
間（
上
限
２
年
）

◇
支
給
額

・
訓
練
促
進
費（
月
額
）

　

町
民
税
非
課
税
世
帯　

10
万
円

　

町
民
税
課
税
世
帯　

７
万
５
０
０
円

・
入
学
支
援
修
了
一
時
金（
月
額
）

　

町
民
税
非
課
税
世
帯　

５
万
円

　

町
民
税
課
税
世
帯　

２
万
５
千
円

◇
手
続
き　

修
業
開
始
前
に
事
前
相

談
お
よ
び
申
請
が
必
要
で
す

◇
問
合
せ
先

・
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お知らせ
知
１
歳
６
か
月
児

健
康
診
査

◇
日
時　

２
月
６
日（
木
）

　
（
受
付
時
間
）

　

午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者

　

平
成
24
年
５
月
６
日
か
ら
８
月
５

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

◇
内
容　

内
科
診
察
・
歯
科
診
察
等

※
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
加
入
手
続

お知らせ
知

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
全
員
が
加
入
し
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
よ
う
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
納
め
ら
れ
た
保
険
料

は
老
後
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
と
し
て
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間

が
あ
る
と
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
必

ず
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
会
社
に
お
勤
め
で
厚
生

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
方
、

国
家
・
地
方
公
務
員
と
な
ら
れ
た
方
、

公
立
・
私
立
学
校
の
教
職
員
と
な
ら

れ
た
方
等
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
の
方
で
保
険
料
を
納
め
る
の

が
難
し
い
場
合
は
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
学
生
で
は
な
い

方
も
、
30
歳
未
満
の
方
で
本
人
お
よ

び
世
帯
主
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
制
度
を
利
用
さ
れ
る
際
に
は

申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

  

詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

・
徳
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

・
健
康
保
険
課

　

☎
52
‐
５
８
０
９

お知らせ
知
紙
芝
居
「
江え
ら
へ
き
し
ょ
う

良
碧
松

物
語
」の
貸
し
出
し

　

碧
松
一は
じ
め
か
い
会
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
制

作
し
た
、
碧
松
の
生
涯
を
描
い
た
紙

芝
居
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

貸
し
出
し
を
始
め
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

田
布
施
町
郷
土
館

　

☎
52
‐
２
６
２
０

　

保
健
福
祉
企
画
室

　

☎
22
‐
３
７
７
７

・
町
役
場　

町
民
福
祉
課　

児
童
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

普
通
救
命
講
習
Ｉ

（
３
時
間
）

講  習
講

◇
日
時　

２
月
16
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
（
受
付　

午
前
８
時
30
分
～
）

◇
場
所　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
講
習
内
容　

成
人
の
心
肺
蘇
生

法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
な
ど

◇
募
集
人
数　

20
人
程
度

◇
受
講
料　

無
料

◇
申
込
方
法　

消
防
署
に
備
え
付
け

の
申
込
書
を
提
出（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）、
ま

た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

http://119.city.hikari.lg.jp/
info/kyuukyuu.htm

◇
問
合
せ
先

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部　消

防
課

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
３

　

FAX
０
８
３
３
‐ 
74
‐
５
６
１
１

※
動
き
や
す
い
服
装
で
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

第
４
回
新
春
城
南

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

催  し
催

◇
日
時　

１
月
26
日（
日
）

　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

　
　
　
（
受
付　

午
前
９
時
～
）

◇
場
所　

城
南
小
グ
ラ
ン
ド

◇
コ
ー
ス　

７
㎞
・
５
㎞
・
３
㎞

◇
参
加
料　

ク
ラ
ブ
会
員
…
無
料

　

一
般
…
３
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

◇
そ
の
他　

参
加
賞
あ
り

◇
申
込
期
限　

１
月
20
日（
月
）

◇
主
催
・
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
城
南

　

☎
０
８
０
‐
５
７
５
９
‐
０
１
４
４

多
重
債
務
・
相
続

無
料
電
話
相
談
会

相  談
相

◇
日
時　

２
月
１
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１

◇
内
容

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

な
ど
の
多
重
債
務
や
相
続
登
記
な

ど
の
相
続
問
題
で
困
っ
て
い
る
人

に
、
債
務
整
理
手
続
や
お
近
く
の

司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介
な
ど
、

問
題
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
石
丸
）

　

☎
０
８
３
４
‐
32
‐
９
８
６
１

■
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
技
能
講
習

◇
日
程

　
「
学
科
」
２
月
12
日
（
水
）・
13
日

（
木
）、「
実
技
」２
月
14
日（
金
）～

18
日（
火
）の
内
１
日
間

◇
場
所

　
「
学
科
」ホ
テ
ル
松
原
屋
、「
実
技
」

県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

◇
申
込
期
限 

１
月
24
日（
金
）（
先
着
順
）

■
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

◇
日
程

安
全
衛
生
講
習
会

講  習
講

　
「
学
科
」２
月
24
日（
月
）、「
実
技
」

２
月
25
日（
火
）～
３
月
８
日（
土
）

の
内
３
日
間

◇
場
所

　
「
学
科
」ホ
テ
ル
松
原
屋
、「
実
技
」

鋼
鈑
工
業
㈱
玉
鶴
工
場（
下
松
市
）

◇
申
込
期
限 

２
月
７
日（
金
）（
先
着
順
）

■
問
合
せ
先

　

（社）
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松
支
部

　

☎
０
８
３
３
‐
41
‐
３
５
１
０
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　豊かな自然に恵まれ、歴史と伝統をうけついだわ
たくしたち田布施町民は、力を合わせ、活力にみち
未来に輝く田布施を築くため、この憲章を定めます。

町の木

クロガネモチ

町の花

コバノミツバツツジ

    

広
報
た
ぶ
せ

  NO.913

平
成
26
年

１
月
10
日

田 布 施 町 民 憲 章

＊
「
広
報
た
ぶ
せ
」
の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
53
‐
１
１
０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

１月・２月

○町県民税	 （４期）
○国民健康保険税	 （７期）
○介護保険料	 （７期）
○後期高齢者医療保険料	 （７期）

　１.　健康で明るいくらしにつとめます
　１.　豊かな心を養い、文化を高めます
　１.　暖かい家庭を築き、伸びゆく力を育てます
　１.　人に親切にし、互いに助けあいます
　１.　きまりを守り、平和なふるさとをつくります

休日・夜間納税（相談）窓口

今月の
納　期

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）

　１月 26 日（日）   ２月 23 日（日）
■夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）

　１月 31 日（金）   ２月 28 日（金）

　全長 20.3㎞のコースを中学生１部（13 チー
ム）、高校の部（2チーム）、一般１部（３チーム）
は６区間で、小学生の部（21チーム）、中学生２
部（6チーム）、一般２部（8チーム）は 11区間
で、タスキをつなぎました（全 53チーム参加）。

■チーム成績 （タイム）

つながる心

  第 49 回
  町内一周駅伝競走大会

【12 月８日（日）】

2014　1/10 号　

　滞納を放置しておくと、差押えなどの不利益を受ける
ことになります。やむを得ず納期限までに納付できない
事情のある人などの、納付に関する相談もお受けします。

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先
　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課 ☎５２- ５８０４
　国民健康保険税 ･ 後期高齢者医療保険料 ･ 介護保険料
　　　　　　………健康保険課 ☎５２- ５８０９
　保　育　料………町民福祉課 ☎５２- ５８１０
　下水道受益者負担金…建　設　課 ☎５２- ５８１７
　町営住宅使用料…建　設　課 ☎５２- ５８０７

小学生の部
１位　東小金声 1°11’49”
２位　城南ホタル 1°15’40”
３位　麻郷小Ａ 1°17’08”

中学生１部
１位　陸上部 A 1°06’14”
２位　陸上部Ｂ 1°11’23”
３位　野球部Ａ 1°15’09”

中学生２部
１位　陸上部女子 1°21’40”
２位　女子バスケット部 1°24’24”
３位　女子ソフトテニス部 1°31’23”

高校の部
１位　熊毛南高校陸上部 1°17’08”
２位　熊毛南高校バスケット部 1°19’30”

一般１部
１位　ＴＡＣ 1°18’05”
２位　東消防署 1°19’21”
３位　ＪＥ３ 1°24’50”

一般２部
１位　田布施ｱｽﾚﾃｨｯｸｸﾗﾌﾞＴＡＣ 1°15’22”
２位　田布施町役場 1°15’51”
３位　西日本ステンレス 1°22’16”

人口と世帯 人口 16,011  人

  男 7,608  人 
  女 8,403  人 
世帯 6,989 世帯

（増減 － 18 人）（12 月１日現在）


